














































































さの妖怪で、頭には水が入ったお皿が乗っている。そして、口元は嘴のように尖り、手 は水掻きがあるというのが現在の一般的な河童像である。つまり水の妖怪である。妖怪ということは実在しないと考えられる想像上の生き物であるが、近年にな ても目撃談 ある。また、映画やアニメの題材となったり、ＣＭに登場す 場合にはユニーク キャラクターとして登場する。日本には多くの が るが、河童はその中でも特に知名度の高い妖怪である。日本の妖怪では稀な事で ないが、恐れられる反面、あ 親近感を持って語られて たと言え 。親近感が持たれるのは、河童がなんらか 形 人間と交渉を持ってきた 無関係ではない。その交渉の一つに相撲が 河童 人間と相撲をとる 好きなのである。しかも子供ぐ いの大きさなのに強い。川の近くを歩いていると相撲をとろう いって近づいてく 相手が の子供であったり、力自慢の男であったりする。そし 、相撲 負けたり、悪戯に失敗したと どには決まって謝罪をし、詫び証文を書いている ぐにゃぐにゃ文字で書か た河童 詫び証文が残っているとも言われている。その後、謝罪 して魚を定期的に持ってきたり、相撲をとって引き抜かれた腕を返 てもらうために、接骨などの医術の秘伝書を渡したりしいる。 ことによって人間は富や名声を得 ことになった 伝承さている。これらの伝承による河童 とても人間に近く 恐れられ 反面、ある親近感を抱く妖怪として考えられてきた。
 
「河童が相撲を好む」とは河童の性分の代表的なものであるが、その











































































































の人形化生説の代表例 して述べた春日大 建立縁起の記述が記載されている「渋江家由来の事」である。「渋江家由来の事」につ て以下概要を記す。
 










渋江家の由来については冒頭に橘諸兄を祖先とすると記すだけ 、その本旨は河童の人形化生説に加えて河童の別称として兵主部の名前 出来上がった理由と、その兵主部が橘一族の眷属であることが記されている。つまり橘氏を祖先とする渋江家が河童を統御するこ にな 由来が記されているとみてよい。
 
 
先述した呪文では「約束 忘 るな」に続いて 「川立ちおのが
/あ
とはすがわら」 続く。「川立ちおのが」の部分は「川立ち男」とする呪文もあるので、「川に入っている人」となるであろう。しかし、「川































































よう命じた人物であ 、タジマモリが帰っ 前に垂仁天皇は亡くなり、タジ は悲しみのあまり死するこ とな 橘を菓子と見立てたのが菓子の神となる由来である。 の御陵は、現在の奈良県奈良市菅原町の近くにあり この菅原町は菅原氏 出身 になる。また、橘一族の橘姓は橘諸兄の母三千代から始まるが、杯に浮かぶ橘を見てその姓を賜ったとする伝承が 、不老不死の果実として求められた橘とまったくの無関係だとも思えない。垂仁天皇とタジマモリは不老不死という神仙思想で繋がっており タジマモリが治水伝説のあ アメノヒボコを祖先としている。
 
アメノヒボコを兵主神と見た場合、垂仁天皇と兵主神もまた密接な繋















は、宇多天皇 信任を受けて昇進を重ね、宇多天皇譲位後、醍醐天皇になっても信任を受け、昇進は続いていた。しかし、藤原時平に天皇廃立を讒訴され、九〇一年、大宰府へ左遷される。そして、九〇三年現地にて死んでいる。左遷が行われ ということは、醍醐天皇 信用を失っていたと考えられる。同様に、七五七年の橘奈良麻呂の変は 仲麻呂を殺害する計画と天皇廃立を企てたものであった。謀反の理由を問われた奈良麻呂は、仲麻呂の政治 無道であり、特に東大寺造営に人民 辛苦しているこ あげ いる。
 
菅原道真は死後、怨霊となり、雷神となって、時平やその子孫、皇太
子や天皇を死に至らしめ、祟りをも らしたとされ その怖れから平安時代には朝廷の並々ならぬ崇敬があり、天神となる。天神信仰には、「忠孝、正直の神様」といった信仰まで備わっていて、それほどに菅原道真の左遷は事実無根のこと して認識されていた 考えられる。筆者は、菅原道真 対する信仰とその信仰が生 れることに った道真の左遷に対して、「奈良麻呂の受難」を重ね合わせたところに「渋江家由来の事」と河童除けの呪文が創作され 意図をみ
 
「渋江家由来の事」では、勅命に従い、藤原氏に友好的である姿勢が
基調にある。奈良麻呂の 供である島田 がこのような活躍 すは不自然である。しかし、あえて巨大な建造物を造る活躍 させ、結果として河童を生み出し、それが人馬を苦しめている。 れは、橘奈良麻呂の謀反の理由がそのまま使われている。そして、渋江家 由来としながらも、由来に関するの 冒頭 みで、むしろ兵主部誕生の由来でその河童を統御している島田麻呂が兵部大輔 ったが故に、兵部を主とする兵主部だと主張する。ここに河童除けの呪文 加えることによって渋江家 創作しようとした説話 完成すると考える。「渋江家由来の事」だけでは、菅原氏 重なる部分を持たない。渋江家由来の事 して河童の誕生説話を挿入 、それを統御できる呪文を作る。そもそも
江家の由来だけであれば、兵主部の登場は考えられない。島田麻呂に従順な活躍をさせるにしても、兵主部の登場は不自然である。しかし、兵主部を登場させることによって 菅原氏とのつながりを持たせることができたのだと考えられ 。つまり 渋江家由来が創作された時期、そこには兵 と菅原氏の強い繋がりが意識されていたと考えられ、その意識を明確に支えていたのは菅原氏の祖先としての野見宿禰の存在と兵主神の関係 あった 考えられる。
 
「渋江家由来の事」の末文で、兵主部を兵部の主とするのは不自然で


























短冊に書いて竹に吊るし、川へ流す祭事である。しかし、その原像は現在の七夕のイメージとは様子が異なり、天の川 祭り、つまり水神の祭りであった。牽牛の原像 豊穣を祈念する水神へ 供犠そのも と考えられ、織女は水神に嫁する女 考えられている。ま 、牽牛の「牽」とはそもそも犠牲のための生き物という意味から 牽牛を動物供犠 牛そのものだとし、織女の原像については水神に嫁ぐ人身供犠である 考えられている。河童が水神 零落した
ものであるとすると、もともとは水
























殺牛馬習俗は二つに大別できる。雨乞いに関するも と祟 神に関すものである。 皇極元年
(六四二
)七月条には、村々の信仰の
指導的立場の者がいて、その者たちの教えに従って、牛馬を殺し 祈り、市を移し、また水神に祈ったりしたが、雨乞 効き目はなかったと記述する箇所がある。ここで注目しておきたいのは雨乞い ために牛馬を殺す習俗が多くの村に存在したということである。そして 『日本書紀』天武四年
(六七五
)の記述では、牛馬などの肉を食すことを禁じる記
















「二十八年、天皇の同母弟が亡くなられ、葬った祭に側近を墓の周りに生き埋めにした。しかし、数日経っても死なず 昼夜泣きうめいた。ついに死に至り犬や鳥が集まり食べた。天皇はこのうめき声を聞かれて、大変心を痛 られ 殉死はあまりにも痛々しいので、古くからの習慣であってもこれからは殉死を止めるよう と われた。」
 
「三十二年には、皇后が亡くなられ、天皇は殉死の代わりをどうしたらよいであろうかと尋ねら た。野見宿禰が進言し、後世に殉死を伝えるわけにはいかないので、これからは埴輪を作って後 きま としましょうと った。野見宿禰は土師を呼び寄せ、自らが土師部を使人馬などの埴輪を作った。天皇は大変喜ばれ、 たてた。そして野見宿禰を土師の職に任ぜられた。野見宿禰 土師氏の祖先である。」
 
この記述内容は埴輪起源と見られるが、埴輪は円筒埴輪 ら始

















































よる中央集権的な統治制度 もつ国家体制であるが、そ 基本理念は人民と土地を結びつけ、それらを王が直接に統治す ことであった。それの具体的な実施体系は班田収受法にあった。班田収受は唐
(中国
)の均田





















































































会の成立に 、野見宿禰を主人公とする二つの物語が必要であったと考える。それぞれは、七夕と相撲を結びつけ、殉死を廃止する関わりで語られている。前者 祓われるべき行為としてスサノオが担った七夕 原像、つまり動物供犠・人身供犠 野見宿禰 の接点を語り、そ ことで相撲節会が成立する故事として語られている。後者 人身供犠を忌み嫌い葬送の転換と野見宿禰の接点を語 。広義に うケガレとは、生理的現象や死、あるいは社会秩序に従わぬ事象と考えられているが、野見宿禰の記述はそれぞ にあてはまる。
 
『日本書紀』神代紀では、ケガレを祓うことによって多く カミが生
まれ、豊穣が生まれている。言い換え ば ケガレ は祓わ るべきものとして存在させられ、祓われることで豊かなもの 生み出すものだも考えら る。これが修祓の思想だともい る。原田敏明は、ケガレとは実際は社会秩序に従わぬものを打ち払うことであり、償 のた 所有物を差し出すことが形式化さ た であろう している
iii。ここにいう
社会秩序について筆者は、権力側が権力維持装置として設定す 秩序として考える。つまり、社会秩序に従わな あ いは社会秩序を乱す存在をして「ケガレ」と設定し、祓うことによって権力が維持されていく仕組みが出来上がったと考える。本稿
では、スサノオの行為が「ケガレ」









て相撲節会を成立せしめる、それ 「七月七日」という日付設定の隠された意図であった。動物供犠と人身供犠を主体とする水神の祭祀がケガレに準ずるものとして設定されている以上、それは水神 霊威が悪霊として零落していくこ に繋がっていくと考え ここに河童を水神 零落した存在とす 起源があると えよう。
 
                                            
               
 
i 
波平恵美子は、「穢れ」ではなく「ケガレ」と表記することで、
穢れ観念の内容ではなく、分析概念と 用い ことを示している
(波
平恵美子『ケガレ』
,講談社学術文庫
,二〇〇九年
,三
-四頁
)。本稿では、
波平の表記に準じ「ケガレ」とする。
 
ii 
 神野清一『律令国家と賤民』吉川弘文館
 
一九八六年
 
五七
-
五九頁。
 
iii 
 原田敏明『宗教
 
神祭』岩田書院
 
二〇〇四年
 
一六〇頁。
 
iv 
 原田
 
前掲書
 
一五九頁。
 
